
  令和８年３月３０日  

調 査 研 修 報 告 書（議員用） 

報告者：青山 学         

実施場所：参議院会館 実施日：令和８年３月２５日（水）２６日（木） 

■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状 など） 

 

診療報酬について・分散型水道導入支援について・メガソーラーの今後の方向性に 

ついて国の方向性を研修し庄原市の今後に生かす。 

■参考とすべき事項 

 

診療報酬について・分散型水道導入支援について・メガソーラーの今後の方向性につ

いて、ともに国の方向性や全国的な事例を各担当者から研修を受け三次市の議員も交え

た意見交換や現状把握となった。 

■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきか など） 

 

  診療報酬について国の方向性や、それに対しての庄原市三次市に対する「人口の少な

い地域等での医療体制の確保」などの問題に対する提案もあり、急性期における評価の

見直しが今後のキーワードになる。また今後のメガソーラーの建設に関しては、三次市

が現在直面している具体例がある。こういった事例を近隣の自治体と共有し、三次市だ

けでなく多くの自治体と深く共有する必要が議員間レベルでも必要である。 

 


